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お知らせ

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
の
ご
紹
介

占
冠
村
で
は
身
体
・
知
的
に
障

が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
な
ど

の
、
障
害
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
、
地
域
で
の
暮
ら
し
に
く
さ

な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指

導
や
助
言
を
行
う
た
め
、
相
談
員

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
相
談
者
の
人
格
を
尊

重
し
、
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
す
。

【
相
談
員
】

身
体
障
害
者
相
談
員

伊
賀

聰
さ
ん
（
字
中
央
）

電
話

‐
２
３
５
９

５６

知
的
障
害
者
相
談
員

松
永
一
美
さ
ん
（
字
中
央
）

電
話

‐
２
６
７
４

５６

■
お
問
い
合
せ

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

電
話

‐
２
１
２
２

５６

多
重
債
務
・
金
融
一
般
無

料
出
張
相
談
会
（
旭
川
会

場
）
の
実
施
に
つ
い
て

北
海
道
財
務
局
で
は
、
借
金
返

済
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
か
ら

の
相
談
を
受
付
け
、
専
門
の
相
談

員
が
無
料
で
親
身
に
な
っ
て
お
話

し
を
伺
い
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解

決
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
預
金
・
融
資
、
保
険
、

貸
金
、
投
資
商
品
な
ど
金
融
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご

相
談
も
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

今
般
、
次
の
日
程
で
、「
多
重
債

務
・
金
融
一
般
無
料
出
張
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月

日

時

分
～

時

１９

１５

３０

１７

６
月

日

９
時
～

時

２０

１７

（
相
談
受
付
け
は
両
日
と
も
１６

時
ま
で
）

【
会
場
】

旭
川
地
方
合
同
庁
舎
西
館
１
階

第
２
共
用
会
議
室

（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５

番

）
３１

【
主
催
】

北
海
道
財
務
局
・
旭
川
財
務
事

務
所

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
北
海

道
財
務
局
常
設
窓
口
に
お
い
て
ご

相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
】

電
話
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４

【
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】

電
話
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
５

【
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口
】

電
話
０
１
１
‐
７
２
９
‐
０
１
７
７

■
お
問
い
合
せ

北
海
道
財
務
局

電
話

０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」
で
す

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労

状
況
を
み
る
と
、
社
会
保
険
等
の

未
加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散

見
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次

の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

宇
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

で
あ
る
こ
と

宇
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出

を
行
う
こ
と

宇
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用

対
策
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適

正
に
雇
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
お
問
い
合
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

電
話

０
１
６
６
‐

‐
５
９
０
１

３５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ふ
ら
の

電
話

‐
４
１
２
１

２３

住宅・土地統計調査は「統計法」（国の統計に関する基

本的な法律）に基づいた基幹統計調査で、昭和２３年から

５年ごとに行われ、今回は１４回目の調査に当たります。

この調査は、全国約３５０万世帯の方々を対象とした大規

模な調査で、調査の結果は、国や地方公共団体における

「住生活基本計画」の成果指標の設定、耐震や防災を中心

とした都市計画の策定、空き家対策条例の制定などに幅

広く利用されています。

調査する住宅などは調査地域内から抽出されます。

住宅・土地統計調査の調査員を募集しています。

■お問い合せ

企画商工課広報担当 電話 ５６‐２１２４

１０月１日 住宅・土地統計
調査を行います

☆富良野地域人材開発センター

■優良講習（３０分）

◎６月５日（水）１３時～

◎６月１４日（金）１３時～

◎７月５日（金）１３時～

◎７月１６日（火）１３時～

■一般講習（１時間）

◎６月５日（水）１４時～

◎６月１４日（金）１４時～

◎７月５日（金）１４時～

◎７月１６日（火）１４時～

■違反講習（２時間）

◎６月１０日（月）１３時～

◎６月２５日（火）１３時～

◎７月２５日（木）１３時～

■初回講習（２時間）

◎７月１０日（水）１３時～

運転免許更新時講習会
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お知らせ

紫
外
線
に
つ
い
て

「
さ
わ
や
か
」
な
印
象
の
あ
る
道

北
地
方
の
６
月
で
す
が
、
７
、
８

月
と
並
び
太
陽
か
ら
の
紫
外
線
が

１
年
の
中
で
最
も
強
い
時
期
と
な

り
ま
す
。

太
陽
か
ら
の
紫
外
線
が
、
皮
膚

ガ
ン
、
し
み
或
い
は
白
内
障
な
ど

の
病
気
と
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。

紫
外
線
の
強
さ
は
、
太
陽
高
度

や
オ
ゾ
ン
層
の
状
態
に
影
響
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
時
期
、
晴
れ
た
日

に
外
出
す
る
と
き
は
、
長
袖
シ
ャ

ツ
や
帽
子
、
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
充

分
な
紫
外
線
対
策
を
し
た
い
も
の

で
す
。
曇
り
の
日
は
快
晴
時
に
比

べ
約

％
の
紫
外
線
量
に
な
り
ま

６０

す
が
、
雲
間
か
ら
太
陽
が
見
え
る

場
合
は
、
散
乱
光
に
よ
り
快
晴
の

と
き
よ
り
紫
外
線
が
多
く
観
測
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
表
面
か
ら
の
反
射
に
も
要
注
意

で
す
！

一
方
で
、
紫
外
線
は
体
内
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性
化
さ
せ

る
良
い
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

殺
菌
効
果
或
い
は
皮
膚
病
治
療
へ

の
研
究
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
、
上
手
に
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

地
上
に
届
く
紫
外
線
量
の
予
測
、

観
測
結
果
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
紫
外
線
対
策
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
せ

旭
川
地
方
気
象
台
総
務
課

電
話

０
１
６
６
‐

‐
７
１
０
１

３２

守
ろ
う
電
波
の
ル
ー
ル
！

不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る
電

波
（
不
法
電
波
）
は
、
消
防
、
救

急
、
警
察
や
鉄
道
、
航
空
機
な
ど

人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を

妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
し
ま
す
。

電
波
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

宇
無
線
機
の
使
用
に
は
技
適
マ
ー

ク

の
確
認
を
！

宇
電
波
の
利
用
に
は
原
則
、
免
許

が
必
要
！

宇
外
国
規
格
の
無
線
機
は
国
内
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご

相
談
は
、
北
海
道
総
合
通
信
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
せ

北
海
道
総
合
通
信
局

電
話

０
１
１
‐
７
３
７
‐
０
０
９
９

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相

談
事
務
の
予
約
に
つ
い
て

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門
に

お
け
る
登
記
の
申
請
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
予
約
制
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
時
間
帯
を

除
く
。）
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
不
動
産
登
記
（
所
有
権
移
転

・
抵
当
権
抹
消
登
記
等
）
及
び
商

業
・
法
人
登
記
（
会
社
設
立
・
役

員
変
更
登
記
等
）
の
申
請
書
の
作

成
に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
る
お
客

様
は
、
事
前
に
電
話
等
に
よ
り
予

約
を
取
ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
、
予
約
さ
れ
ず
に
登
記
の

相
談
を
さ
れ
る
場
合
は
、
予
約
さ

れ
て
い
る
お
客
様
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
せ

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

電
話

０
１
６
６
‐

‐
１
１
４
６

３８

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
で

夢
を
つ
か
め
！

２
つ
の
サ
マ
ー
で
ワ
ッ
シ

ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

◆
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
５
億
円
『
２
０
０
０
万
サ
マ

ー
と
同
時
発
売
』

◆
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す

◆
発
売
期
間
は
７
月

日
か
ら
８

１０

月
２
日
ま
で

◆
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
及
び
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
の

時
効
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
く
！

■入 居 資 格

次の条件を満たす方が申し込むことができます。

●占冠村にお住まいの方、村外から移住される方。

●月収が１５万８,０００円以下の方。

（例えば、給与収入者で扶養家族がある場合、源泉

徴収票の給与所得控除後の金額から同居扶養控除

等の金額を引き、残りの額を１２ヶ月で割った金額

が１５万８,０００円以下の方）

※単身の方でも入居できます。

※連帯保証人が２名必要です。

★入居者と同等または同等以上の収入のある方。

■家 賃 入居される世帯の収入等に応じて決

定されます。

■入居可能日 概ね７月１日（月）

■入 居 決 定 入居者選考委員会の審査によりま

す。

■申込受付場所 産業建設課建築担当

トマム支所

■お問い合わせ 産業建設課建築担当

察５６－２１７２

村営住宅入居者募集のご案内

※みなし特公賃住宅は、村営住宅とは入居資格が異
なりますので、詳しくは、産業建設課建築担当へ
お問い合わせください。

●受付期限６月１７日（月）募集団地

５戸●トマム地区４戸●中央地区
○トマム団地○川添団地

３ＬＤＫ １戸３ＤＫ ２戸

○第２トマム団地○中央団地

３ＬＤＫ ２戸３ＬＤＫ １戸

○第３トマム団地○第２千歳団地

３ＬＤＫ １戸４ＬＤＫ １戸

○みなし特公賃住宅２戸●占冠地区
３ＬＤＫ １戸○占冠団地

３ＤＫ ２戸

皆様の入居をお待ちしています


